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【課題と今後】 

山梨県における地域リハビリテーション支援体制が変更され、現行の人材育成システムで

は市町村の要望に対応しきれない状況となってきている。このため、第９期介護保険計画に

あわせ、山梨県と山梨県リハビリテーション専門職団体協議会では、現在の支援体制にあっ

た教育システム・人材育成を行っていく必要がある。 
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地域包括支援センターの業務の中での総合相談支援業務において、職員が介護予防の

視点を持ち合わせて相談にあたるだけでなく、対象者が適切な支援・サービスに繋がり、必

要な場合にはリハビリ専門職の助言・支援が得られるようにするには、職員がリハビリ専門

職等の関連職種と顔の見える関係を作ることが最初の一歩であると考える。また、総合相談

で受けた事例への支援において、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士のどの専門職が支

援に携わるのがより良いのか判断に困った際にも、身近に相談できるリハビリ専門職がいる

事で支援方法での意見を聴取することができるように思う。 

そのためには、行政職員とリハビリ専門職が直接会い、お互いの専門性を言葉にして伝え

合うことが大切である。そのようにして構築された関係性の上で、行政職員とリハビリ専門職

が協働しながら、地域に住まう対象者が住み慣れた地域でその人が思い描くその人らしい

生活が送れる支援をしていく事ができたら素晴らしいと思う。 
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２ 行政とリハビリテーション専門職の仲間づくり 

●地域リハビリテーション協議会の設置の重要性とはじめの一歩  

地域リハビリテーションに支援体制における企画体制の役割を担う地域リハビリテーショ

ン協議会は、「地域包括ケア推進に資するリハビリテーションのあり方」や「地域包括ケアの

発展に資する地域リハビリテーション指針の作成」等について協議する。いわば、地域包括

ケアシステム構築の「戦略本部」と考えられ、各地域の課題解決や未来志向での企画立案の

ための、活発な議論と実践が求められる。地域リハビリテーション協議会では、①医師会など

協議会主要構成メンバーの地域リハビリテーションへの理解、②地域リハビリテーション支

援センターのリーダーシップの発揮、③行政担当部局の姿勢と方針の協働にとって非常に重

要な役割を果たす。 

以上のような目的で新規に立ち上げる場合もあるが、既存の協議会や各団体の集まる会

議体等を活用し、「地域包括ケアを推進する地域リハビリテーション」のあり方を協議するこ

とから始めてもよい。またそれ以前に関係団体やリハビリテーション専門職とのつながりが希

薄な地域については、今まで単発事業に協力を仰いだメンバーへ声掛けし、草の根的に仲

間づくりを行なうことで、より強固で継続的な関係構築が可能となっていく。 

 

●行政職員とリハビリテーション専門職の仲間づくりの一例  

【地域リハビリテーション学習会 『甲州会』 開催のきっかけ】 

市町村事業の一部である、地域ケア会議や住民の個別相談支援、介護支援専門員アセス

メント学習会等の活動にリハビリテーション専門職が参加していく中で、自分たちが参加して

いる事業は市町村事業計画の中のどの部分に位置付けられ、どんな達成目標や基準が設け

られているのか。また行政職員からリハビリテーション専門職が市町村事業に具体的に協力

できること相互に深められるよう、行政職員（介護支援課）とリハビリテーション専門職合同

の学習会を開催することとなった。 

【地域のリハビリテーション専門職は、どんなことをしてくれるの？】 

「甲州会」（写真１）では、リハビリテーション専門職ならではの強みである、①個別性（個性）

を引き出すアセスメントができること、②状態

の予後予測を行ない、適切な解決手段・物を

提供できること、③日常的な健康づくり（地域

づくり、通いの場支援）の手法を考案し発信で

きることなど、現状実施している地域活動（他

県・他地域での活動を含む）を紹介しながら

理解を深めていただいた。リハビリテーション

専門職の活用に向けた実際の取り組みにつ

いては、表１を参考にしていただきたい。 

 

 

～甲州会場面～ 

写真１ 
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住民への支援・目的 取り組み例 

住民運営の通いの場を 

立ち上げる 

・地域診断、事業戦略づくり 

・住民への説明（効果説明、動機づけ） 

・ボランティア養成講座 

・開始時数回の立ち上げ・運営支援 

・事業に必要な資料作成や打ち合わせ 

住民運営の通いの場を継続支

援 

する 

・通いの場へのフォロー（定期訪問・出前講座等） 

・ボランティアフォローアップ講座 

・活動への賞賛：発表会等 

・事業に必要な資料作成や打ち合わせ 

虚弱者を把握する 

・参加者のアセスメント 

（基本チェックリスト、体力測定等） 

・市民へのアセスメント 

（フレイルチェック等） 

虚弱者を支援する 

短期集中的支援 

・訪問：自宅での生活機能評価や支援 

・通所：運動、口腔、栄養機能の向上 

・必要な生活支援の資源マッチング 

地域ケア会議 

・介護予防生活支援サービス利用者の自立支援に資する 

事例検討と助言 

・重度化防止に資する助言 

事業所支援 

市内取り組みの質的向上 

・居宅介護支援事業所や介護サービス事業所との合同 

研修会 

・同行訪問や施設訪問による技術移転 

活動を評価し深化させる 
・事業戦略会議 

・事業結果の評価 

 

 

 

 

 

 

 

表１ リハビリテーション専門職活用例 
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【行政職員からリハビリテーション専門職してもらったこと】 

～全体像の把握と事業の位置づけ・内容を知る～ 

近年、リハビリテーション専門職が、地域ケア会議や個別相談支援などに参加する動きが、

地域リハビリテーション活動支援事業の普及に伴い増加している。地域ケア会議一つをとっ

ても、地域診断を通した地域課題や地域の方策、地域資源等を把握しアドバイスできる環境

が必要とされる。 

各地域に在籍するリハビリテーション専門職が、市町村の事業計画に応じた支援を行なう

ためにも、計画の全体像を知る機会をいた

だくことや、各地域で実施されている、フォ

ーマル・インフォーマルな活動に同行させて

もらうことで仲間意識の向上と共に次の一

手を考える事業の深化につながることが多

い。住民主体の通いの場や地域の専門職が

集まる会議や学習会（写真２）など、可能な

限り参加させていただくことが望ましい。 

 

【市町村事業に協力できる、リハビリテーション専門職を増やす】 

地域活動に興味・関心を持つリハビリテーション専門職が増えている。しかし所属する施

設の許可が下りず公的に地域活動に参加できない専門職が存在しているのが現状である。

そんな中で昨今、社会的・公共的な目的のために、職業上のスキルや経験を活かして取り組

む社会貢献活動＝「プロボノ」を実施している活動者もみられる。 

行政と地域活動を伴走支援できるリハビリテーション専門職の育成と質の担保は課題で

あるが、既に市町村事業に携わっているリハビリテーション専門職のつながりを通して、行政

職員と仲間づくりを行ない、協力者が増えていくケースもある。 

また、全国的にも地域リハビリテーションを推進するリーダーを育成することにより、地域

包括ケアシステムを支える地域リハビリテーション体制を構築し、地域づくりに貢献する研修

（日本リハビリテーション病院・施設協会主催）を受講したリハビリテーション専門職（山梨県

９名在籍）もいる。是非このような各地域に所属するリハビリテーション専門職に声をかけて

いただき活用していただきたい。 

 

 

 

 

 

～専門職学習会～ 

写真２ 
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